
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

概要版 

～環境維新のまちづくりでエネルギー自立都市へ～ 

いちき串木野市 政策課 

鹿児島県いちき串木野市昭和通 133番地 1 

(TEL)0996-32-3111 (FAX)0996-32-3124 

平成 30年 3月 

●ビジョン策定の背景 

◇近年、エネルギーを取り巻く社会情勢は大きく変化しており、多様なエネルギー源の確保や地球
温暖化対策の面から、再生可能エネルギーや省エネルギーの必要性が高まっています。 

◇本市も他の市町村と同様に、少子高齢化・人口減少・雇用機会の縮小・安全安心の確保など様々
な課題を抱えています。 

◇「いちき串木野市第 2 次総合計画（平成 29 年 3 月）」において、再生可能エネルギー拡充と産
業おこしを組み合わせた“環境維新のまちづくり”を推進する「環境維新プログラム」を、重点プ
ログラムとして挙げています。 

●ビジョン策定の目的・意義 

◇再生可能エネルギーを活用した地域・まちづくり（環境維新のまちづくり）を進めるための指針

として、「いちき串木野市地域創生エネルギービジョン」を策定しました。 

◇本市が抱える課題解決の一つの手段として、また、地域資源の有効利用のために、市・市民・事

業者・各種団体など、様々な関係者が連携して再生可能エネルギーの導入を進めていていくこと

で、地域の活性化につながることが期待されます。 

●ビジョンの計画期間 

計画期間は、2018 年度～2027 年度の 10 年間とします。 

また、前半の 5 年間を前期計画、後半の 5 年間を後期計画期間とします。 

本ビジョンは、「平成29年度エネルギー構造高度化・転換理解促進事業費補助金」（経済産業省）を活用し作成されたものです。 

●推進体制 

本ビジョンを推進していくためには、市、市民・事業者・各種団体、及び再生可能エネルギー

供給事業者がビジョンを理解し、実践していくとともに、それぞれが主体的に参画し、協働する

ことが重要となります。 

●各主体の取り組み内容 
地域創生エネルギービジョン策定の趣旨 

再生可能エネルギー導入促進に向けた推進体制 

いちき串木野市
地域創生エネルギービジョン

20272022 2023 2024 2025 2026年度 2018 2019 2020 2021

いちき串木野市 地域創生エネルギービジョン

前期期間（５年間） 後期期間（５年間）

地域創生エネルギービジョン推進体制

国・県

市 長

政 策 課

各担当部署

市民・事業者・各種団体意見 報告

連携

調整

協働

報告意見

再生可能エネルギー

供 給 事 業 者

協働

いちき串木野市

（発電事業者 地域電力会社）

★いちき串木野市 ★市民・事業者・各種団体

★再生可能エネルギー供給事業者

◆再生可能エネルギー導入促進の理解を高めるため

の普及・啓発活動を行います。

（※イベント、出前講座、セミナーなど）

◆市民・事業者等の再生可能エネルギー導入を促進

するため、国の補助制度等を活用し、導入費用の

支援を行います。

◆公共施設等に積極的に再生可能エネルギーの導入

を推進します。

◆ビジョンの進捗状況の管理を行い、再生可能エネ

ルギー導入推進の中心的な役割を担います。
（※ PDCAサイクルによる継続的な改善の実施。）

《市民・事業者》

◆ビジョンの趣旨を理解し、再生可能エネルギー

を利用した設備の導入を進めます。

（太陽光発電、太陽熱・地中熱利用設備など）

◆(株)いちき串木野電力への加入に努め、電気代

など経済の地域内循環を促進します。

《各種団体》

◆各団体のネットワークを活用し、市と連携を図

りながらビジョンの普及啓発活動を行います。

《発電事業者》

◆地域資源等を活用した再生可能エネルギーの導入

事業を進めます。

◆発電した電力の一部を(株)いちき串木野電力へ供

給し、同電力の再生可能エネルギーの比率向上に

つなげます。

《地域電力会社》

◆市民・事業者の加入を促進し、収益の一部を活用

した市民サービスによる還元や、これに伴う雇用

等の創出を図ります。
PDCAサイクルによる進捗管理

外部環境の

変化の影響

【計画の評価】【計画の見直し】

【計画の実施】【計画の策定】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再生可能エネルギー導入促進に向けた取り組み（重点プロジェクト） 

●基本理念 

市民、事業者等との協働により、エネルギーの地産地消を更に進め、地域の活性化（産業の振興、

雇用の創出）及び防災力の向上を図り、「環境維新のまちづくり」を目指す。 

●基本方針 

（1）地域の資源を活用した再生可能エネルギーの導入促進 

（2）環境保全につながる再生可能エネルギーの導入促進 

（3）再生可能エネルギーの地産地消による地域の活性化 

（4）公共施設等の防災力・防犯力の向上 

（5）再生可能エネルギー導入への理解促進、市民・事業者等との協働による取り組みの推進 

●導入目標 

◇再生可能エネルギー導入量：43,671kW⇒【前期目標】74,895kW 【後期目標】77,071kW 

◇再生可能エネルギーの比率：13.2％  ⇒【前期目標】21.8％      【後期目標】23.2％ 

●本市の再生可能エネルギーの利用可能量 

本市においては、「風力発電」及び「地中熱利用」の利用可能量※が多くなっています。 

※利用可能量：エネルギーとして利用できる資源量。 

（実際導入する場合は、経済性や法的な規制等を考慮する必要があるため、全てを利用できる訳ではありません。） 

●再生可能エネルギーとは 

再生可能エネルギーは、自然の力や廃棄物などを利用するため、枯渇する心配がなく、繰り返し

使うことができるエネルギーです。また、発電時や熱利用時に、地球温暖化の原因となる二酸化炭

素をほとんど排出しないエネルギーです。 

太陽光発電 バイオマス

風力発電 温度差熱利用

出典：「よくわかる！技術開発」（NEDO）、資源エネルギー庁資料 

再生可能エネルギーの例 

太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入や普及啓発・防災力向上のための取り組み、また、 

地域電力会社を活用した地域経済の活性化など、12 項目の重点プロジェクトを設定しています。 

本市の再生可能エネルギーの導入ポテンシャル 再生可能エネルギー導入の基本方針・導入目標 

重点プロジェクトの一例

★民生部門（家庭、業務部門）における

太陽光発電の普及率向上

・市は、公共施設等への太陽光発電設備の導入を進め、

市民及び事業者への普及啓発を図ります。

★洋上風力発電所の導入

・洋上は風の乱れが小さいため、陸上部に比べ発電効率が

高く、多くの発電量が見込めます。

★木質バイオマス発電所の導入

間伐作業・森林整備

間伐材収集 間伐材運搬
木質バイオマス発電所

燃料工場(チップ・ペレット)

・間伐の実施が林業の振興を促すとともに、

森林が整備され、国土保全や森林の二酸

化炭素吸収効果により、地球温暖化対策

に貢献する副次的な効果もあります。

★いちき串木野電力を活用した地域経済の活性化

戸建住宅 設置例 事業所 設置例

※）地域の再生可能エネルギーなどを電源とし、地域を限定して

電気供給を行う電力会社

・本市の沖合の海底は緩やかな傾斜となっており、洋上風

力発電の設置に適した場所となっています。
・市民及び事業者は、民生部門（家庭・業務部門）に

おける太陽光発電の普及率の向上に努めます。

・いちき串木野電力（地域新電力※）を活用し、エネルギー

の地産地消を進めるとともに、地域内で循環するお金を増

やし、地域経済の活性化を図ります。

出典）(株)いちき串木野電力ウェブサイトに加筆

いちき串木野電力の電力供給イメージ

これまでと同じ送配電設備

2017年度

【現況】

2022年度

【前期】

2027年度

【後期】

設備容量

（kW）

導入設備容量

（kW）

導入設備容量

（kW）

太陽光発電 19,757 32,259 34,435

風力発電 21,500 36,590 36,590

水力発電 0 5 5

地中熱・排熱利用 0 1,587 1,587

バイオマス(発電・熱) 2,414 4,454 4,454

計 43,671 74,895 77,071

エネルギー消費量に占める
再生可能エネルギーの比率(%)

13.2 21.8 23.2

再生可能エネルギー

の種類

13.2％

21.8％

23.2％
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2017年度

（現況）

2022年度

(前期目標）

2027年度

(後期目標）

設
備
容
量

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

再生可能エネルギー導入目標

再エネ比率(％)

（％）

（kW）

太陽光発電(kW) 

風力発電(kW) 

バイオマス(kW) 
水力発電(kW) 

地中熱・排熱

利用(kW) 

太陽エネルギー 61 258

太陽光発電 ( 61 ) ( 220 )

太陽熱利用 ( － ) ( 38 )

8,927 32,137

陸上風力 ( 512 ) ( 1,843 )

洋上風力 ( 8,415 ) ( 30,294 )

3.6 13

3.0 40

－ 2,502

下水熱利用 ( － ) ( 33 )

地中熱利用 ( － ) ( 2,469 )

8,995 34,950

中小規模水力発電

バイオマス・エネルギー

温度差熱利用

計

風力発電

区　　分

利用可能量

発電量
(GWｈ/年)

熱量
(TJ/年)

220

38

1,843 

30,294 

13 

40

33

2,469

0 1,000 2,000 3,000

太陽光発電

太陽熱利用

陸上風力発電

洋上風力発電

中小規模水力発電

バイオマス

下水熱利用

地中熱利用

利用可能量 （熱量換算）
（TJ/年）

注）GWｈ（ギガワットアワー）＝106kWｈ
TJ（テラジュール）＝109ｋJ
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